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宝 

校長 柳岡 裕幸 

 

先日の熊本地震や千葉豪雨により被災された皆様に、心からお見舞い申し上げ、一日も早く平穏な

日々を取り戻せるよう、お祈り申し上げます。 

夏休みには補習教室の学習、部活動の練習や対外試合・コンクールへの出場など、児童生徒はそれ

ぞれの活動に取り組んでいました。また、学校を離れ普段はできない新たな挑戦や、多くの人と触れ

合う場面など、様々な経験を通して充実した夏休みを送ったことと思います。 

歌舞伎の世界に人生を懸けた姿が描かれた映画「国宝」は、公開から 1年の長きに渡り上映された

話題作です。人間国宝とは重要無形文化財保持者を表し、日本の伝統的な芸能や工芸の技術を守り伝

えることを目的として、文化財保護法に基づき国から認定を受けた人への通称です。明治維新後、新

政府が急速に西洋化を進めることで、古いものは価値がないとされ寺院仏像が壊されたり、貴重な文

化財や美術品が安く海外へ売られたりしました。このような状況の中、東京大学外国人教授フェノロ

サと学生の岡倉天心などが「日本美術は世界に誇れる宝である」と訴え、全国の寺社で大規模な宝物

調査を行いました。1897（明治 30）年に日本初の文化財保護の法律「古社寺保存法」により「国宝」

が指定され、国費で修理することや、海外への流出を防ぐ仕組みが確立されました。さらに、1929

（昭和 4）年には寺社仏閣が所蔵するものに加え、個人がもつ美術品や伝統工芸品、建造物も保護の対

象とした「国宝保存法」へと発展しました。 

しかし、戦後の混乱期は文化財を守る予算や体制が不十分であり、1949（昭和 24）年解体修理中だ

った法隆寺の金堂壁画が焼損するなど、火事による国宝への被害が複数発生しました。そこで、文化

財の保護・管理や防災などを一元化するため、翌年に「文化財保護法」が制定されました。この法律

では、形ある美術品や建造物だけでなく、それを創り出す「人間の技」も守るべき文化財として定

め、1955（昭和 30）年に初めて人間国宝 48人が誕生し、これまで約 400人が認定を受けました。さら

に、京料理や伝統的酒造り、書道、華道など「生活文化」分野からの認定が昨年度追加され、今年中

に新たな分野から人間国宝が誕生する予定です。 

形の有無によらず生み出した人の知恵と技を磨き続けた情熱に思いを巡らせたとき、「宝」のもつ

意味や重みが一層増すように感じます。歴史や伝統文化に触れ先人の知恵を学ぶことを通し、広く見

る目と深く感じる心を育むことは、創造力を高めることにつながるでしょう。 

子どもたちが夢や個性といった自分の「宝」を大切に育てることができるよう、学校と家庭、地域

が一体となって応援していきたいと考えております。今後とも本校の教育活動へのご理解とご協力を

よろしくお願い申し上げます。 

学校だより                             

 
      

    

 
 

 

品川区二葉１－３－４０ 

学校のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ houyou-gakuen@city.shinagawa.tokyo.jp   URL  http://hoyonomori.shinagawa.andteacher.jp 

豊 葉 の 杜

令 和 ８ 年 度 ９ 月 号 
令 和 ８ 年 ９ 月 １ 日  

品川区立豊葉の杜学園 

校 長  柳 岡  裕 幸 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜  

１ 火 ２学期始業式 安全指導日 給食始  【特別時程】 

２ 水 品川教育の日 避難訓練   【全学年給食後下校】 

３ 木 
特別支援学級連合スポーツ大会(後期 5 組) 
定期考査 1 週間前（5～9） 

４ 金  

５ 土  

６ 日  

７ 月 児童・生徒会朝会 

８ 火 南棟委員会(4)  

９ 水 音楽集会（1～4）クラブ活動【1～3 年給食後下校】 

10 木 計測(1,2,前期 5 組) 第 2回定期考査(5～9) 

11 金 計測(3,4) 第 2 回定期考査(5～9) 

12 土 戸越八幡祭礼 

13 日 戸越八幡祭礼 

14 月 計測(5,6) 第 2 回実力テスト(9)  【特別時程】 

15 火 歯科検診(4,5,6) 

16 水 児童集会(1～4)【研究授業以外の学級は給食後下校】 

17 木 
茶道(4) 児童生徒会役員選挙(5～9) 
林間教室説明会(5)Zoom 

18 金 租税教室(6)            【特別時程】 

19 土 下神明天祖神社祭礼 

20 日 下神明天祖神社祭礼 

21 月 敬老の日 秋の全国交通安全運動(9/30 まで) 

22 火 国民の休日 

23 水 秋分の日 

24 木 水道キャラバン(4)         【特別時程】 

25 金 歯科検診(1,2,前期 5 組) 遠足(5,6) 

26 土  

27 日  

28 月 セーフティ教室(5,6) 

29 火 演劇鑑賞教室(1～4)         【特別時程】 

30 水 百人一首集会(1～4) 専門委員会(5～9)【特別時程】 

「新たな自分への挑戦」                                副校長 永井 健次 

 長い夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。夏休み中はそれぞれが家庭や地域で
様々な経験を積み、一回り成長した姿で登校してくれたことを大変うれしく思います。 
９月は、新たな気持ちでスタートさせる大切な時期です。学習や行事、部活動、児童・生徒会活動など、一

人一人が目標をもち、「挑戦すること」と「最後までやり抜くこと」を大切にしてほしいと願っています。ま
た、友達との関わりの中では、相手を思いやる気持ちや、自分からあいさつをする姿勢を大切にし、安心して
過ごせる学校づくりをみんなで進めていきます。 
まだ、暑い日が続きます。学校では熱中症対策をはじめ、子どもたちの健康管理に十分配慮しながら教育活

動を進めてまいります。ご家庭におかれましても、規則正しい生活や十分な睡眠、朝食の摂取など、健康管理
へのご協力をお願いいたします。引き続き本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

～異学年学級の良さを生かして～ 

  5 組前期課程 

 本学級には、１～６年生の児童が１９

名在籍しています。異学年での関わり合

いを深めるため、学習内容に合わせて縦

割り班を編成し活動しています。具体的

には、調理や掃除、校外学習などです。

上級生がリーダーとなり、話合いを進め

たり、指示を出したりします。その際

に、「どんなふうに伝えたらいいかな」

など、上級生は一生懸命考えます。その

中で、上級生としての自覚や下級生への

思いやりの心が育ってきます。下級生

は、リーダーの指示を聞いて協力するこ

との大切さを学びます。また、「自分の

こうなりたい」と目標をもつこともでき

ます。このような異学年での関わり合い

を通して、それぞれの学年に応じた力が

身に付けられるように、今後も指導して

いきたいと思います。 

  

～９月の生活について～ 
子ども健全育成部 

長かった夏休みが終わり、活気あふ
れる２学期が始まりました。子どもた
ちが笑顔で始業式を迎えられたことを
大変嬉しく思います。夏休みの思い出
を胸に、一回り大きく成長した子ども
たちの姿はとても頼もしく感じられま
す。２学期は様々な行事を通じて、学級
や学校全体のつながりを深める大切な
時期となります。それぞれの場面で個
性を発揮し、さらなる成長へとつなげ
てほしいと願っています。 
 実りある学校生活を送るためにも、
まずは９月の初めから「早寝早起き朝
ごはん」を心がけ、しっかりと生活リズ
ムを整えていきましょう。ご家庭と学
校が連携し、子どもたちの健やかな毎
日を支えていければ幸いです。保護者
の皆様のご理解とご協力を、引き続き
よろしくお願いいたします。 

スクールカウンセラーの面談は 

前期 木・金    後期 月・火・木 

上記の曜日に予約が可能です。ご希望の方は  

TEL：03-3782-2930 

特別支援教育コーディネーター または担任

まで、ご連絡ください。 

 


